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６年振りの入賞！！村の部３位
　　　　～第 35 回　ふくしま駅伝～

《中島村公式X（旧Twitter）》
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

中
島
村
長　
　

加
藤　

幸
一

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
感
染
法
上
５
類
へ
引

き
下
が
り
、
経
済
社
会
活
動

が
正
常
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
行
動
制
限

等
の
感
染
対
策
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民

の
皆
様
、
事
業
所
の
皆
様
に

改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
中
学

校
マ
レ
ー
シ
ア
修
学
旅
行
が

４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
イ

ナ
ナ
ム
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
と
の
交
流

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
海
外
の
人
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、気
候
や
食
文
化
、

経
済
な
ど
を
見
聞
し
、
日
本

ま
た
は
中
島
村
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

経
験
が
、
今
後
の
中
島
村
発

展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、な
か
じ
ま
輝キ

ラ

キ

ラ

ら
×
２

秋
ま
つ
り
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
も
再
開
し
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
町
村
対
抗
ふ
く

し
ま
駅
伝
大
会
で
は
、
昨
年

の
結
果
を
大
き
く
上
回
り
、

村
の
部
３
位
に
入
賞
し
、
中

島
村
の
代
表
と
し
て
責
務
を

果
た
さ
れ
た
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
物
価
上
昇
が
続

い
て
お
り
、
交
付
金
を
活
用

し
た
生
活
応
援
券
配
布
事
業

や
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

事
業
を
速
や
か
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
、

感
染
対
策
や
物
価
高
騰
対
策

な
ど
、
動
向
に
注
視
し
、
適

切
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
「
み
ん

な
が
輝き

ら
め
く　

豊
か
な　

な
か
じ
ま
む
ら
」
を
将
来
像

と
し
た
中
島
村
第
６
次
総
合

振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
国
際
理
解
教
育
の
一

環
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
修
学

旅
行
を
は
じ
め
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
支
援
・
振
興
、

移
住
・
定
住
の
促
進
等
中
島

村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
よ
う
、
計
画
実
現
に

向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
役
場
庁
舎
に
お
い

て
は
、
昨
年
５
月
末
よ
り
新

南
棟
庁
舎
が
共
用
開
始
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
本
庁
舎
の

増
改
築
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
間
も
な
く
完
了
い
た
し

ま
す
。
工
事
中
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
さ
ら
な
る
村
政
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
よ
り
一
層
邁
進
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
に
と
り
ま
し

て
新
し
い
年
が
幸
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
本

村
が
輝
け
る
村
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

面川　三雄　教育長　加藤　幸一　村長

マレーシア修学旅行の様子

役場　新南棟庁舎
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中
島
村
議
会
議
長　
　

小
室　

辰
雄

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会

を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
議
会

活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
々
村
議
会
は
、
昨
年
九

月
の
改
選
に
よ
り
、
現
職
七

人
、
新
人
一
人
と
い
う
構
成

で
新
た
な
四
年
間
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

改
選
に
伴
い
議
長
・
副
議
長

も
変
わ
り
、
新
し
い
体
制
と

な
っ
た
議
会
一
同
、
今
ま
で

以
上
に
議
会
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
精
一

杯
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
八
月
に
福
島
県

沖
で
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
が
開
始
さ

れ
、
中
国
が
日
本
の
水
産
物

輸
入
を
全
面
禁
止
に
す
る
な

ど
再
び
風
評
被
害
の
影
響
が

心
配
さ
れ
た
こ
と
や
、
十
月

に
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に

攻
撃
を
開
始
し
た
こ
と
、
さ

ら
に
未
だ
終
息
し
な
い
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
よ
り
国
際
情
勢
が
不
安
定

と
な
っ
た
年
で
し
た
。
そ
れ

ら
に
よ
る
物
価
高
や
燃
料
高

騰
は
、
こ
の
中
島
村
に
ま
で

及
び
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
も
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
三
月
に

は
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
日
本
が

三
大
会
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
こ
と
や
、
五

月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
感
染
症
法
上
の
五

類
に
移
行
し
、
徐
々
に
制
限

が
解
除
さ
れ
た
こ
と
な
ど
前

向
き
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
村
内
で
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
防
災
拠
点
を

意
識
し
た
中
島
村
役
場
新
南

棟
庁
舎
が
完
成
し
、
村
民
の

皆
様
へ
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
敬
老
会

や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
い
っ
た
村
の
行
事
や
各

行
政
区
に
お
け
る
盆
踊
り
な

ど
の
行
事
が
制
限
な
く
実
施

さ
れ
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、

十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
ふ
く

し
ま
駅
伝
で
は
六
年
ぶ
り
に

村
の
部
三
位
に
入
賞
し
、
選

手
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
敬
服
の
念
が
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
、
新
し
い

紙
幣
の
流
通
な
ど
が
予
定
さ

れ
、
村
内
で
は
中
島
村
役
場

庁
舎
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
中
島
村
が
よ
り
住
み
や

す
い
村
と
な
る
よ
う
引
き
続

き
村
に
要
望
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

に
は
、
な
お
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
中
島
村

に
と
っ
て
、
そ
し
て
村
民
の

皆
様
に
と
っ
て
輝き

ら
め
く
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ふくしま駅伝の様子

【後列左から】　
小林　均 議員、小室　重克 議員、
椎名　康夫 議員、向井　勝治 議員

【前列左から】　
木村　秋夫 議員、小松　公雄 副議長、
小室　辰雄 議長、藤田　利春 議員
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小磯　洋四美（コーチ）

　11 月 19 日（日）第 35 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が開催さ

れました。大会には、県内 52 チームが参加し、しらかわカタールスポーツパーク（白河市

総合運動公園陸上競技場）から福島県庁までの 16 区間 95 キロのコースを駆け抜けました。

　今年の中島村チームは、緑川監督のもと、初出場の選手が２名、学生時代に選手として出

場したことのある若い世代が社会人になって再び参加したことで、チーム全体が若返り、大

会に挑むことができました。選手一人ひとりが自己ベストを目指して力走した結果、総合

22 位・村の部３位入賞、昨年を大きく上回る成績を残しました。

　選手のみなさん、お疲れさまでした。

第35回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
中島村チーム【総合 22 位 ・ 村の部３位】  T

ト ー タ ル

otal T
タ イ ム

ime　5：43：32

１区（4.0ｋｍ）
水野谷　風歌
14 分 40 秒

５区（6.4ｋｍ）
小川　祐吾
21 分 45 秒

９区（3.0ｋｍ）
髙久　小柚希（初出場）

14 分 10 秒

13 区（4.8ｋｍ）
塩田　礼文
17 分 01 秒

２区（8.2ｋｍ）
小室　琉悟
28 分 01 秒

６区（8.3ｋｍ）
近藤　聖人
27 分 48 秒

10 区（10.6ｋｍ）
郷　龍輔
33 分 34 秒

14 区（5.7ｋｍ）
綠川　純利
20 分 17 秒

３区（5.8ｋｍ）
緑川　大海
21 分 07 秒

７区（5.4ｋｍ）
宮本　一翔（初出場）

19 分 52 秒

11 区（3.9ｋｍ）
長谷部　唯
16 分 05 秒

15 区（3.4ｋｍ）
鴫原　経子
14 分 21 秒

４区（7.3ｋｍ）
緑川　龍太郎（監督）

26 分 11 秒

８区（4.1ｋｍ）
泉　和希
16 分 03 秒

12 区（7.0ｋｍ）
矢吹　千之助
24 分 41 秒

16 区（8.4ｋｍ）
緑川　大二郎
27 分 56 秒
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県鉢花品評会　中島村３名入賞
　12月２日（土）、福島市の市公設地方卸売市場で県鉢花品評会が開かれました。この品評会は県
花き振興協議会の主催、県鉢花生産者協議会の共催で開催されました。県内の生産者が育てたシクラ
メンやポインセチアなど、約１００点が出品されました。県農業総合センター所長をはじめ、市場関
係者10人が審査員を務めました。
　中島村からは小室英将さん（代畑）のシクラメン、水野谷貴志さん（元村）のシクラメン、鈴木和
宏さん（小針）のパンジーが入賞しました。入賞おめでとうございます。

　小室さんは22歳の頃からシクラメンの栽培をしています。シクラメンは菌に弱い花だといい、シクラメンを
植えるまでにも手間暇がかかります。土を熱風で滅菌、鉢や鉢を置く棚も消毒をしています。
　１番難しいのは適切な温度管理だそうです。今年は気温差が激しく、花にもつらい環境になったようです。

福島県花き振興協議会会長賞　小室　英将さん

福島県鉢花生産者協議会会長賞　水野谷　貴志さん

　そんな中でも入賞できたことは純粋に「うれし
い」と話してくれました。
　中島村の農業や園芸に携わっている方の印象を聞
いてみると、「自分も含め、みなさん一生懸命だと思い
ます。ライバルではないけれど、切磋琢磨してやってい
ければ」という思いを聞かせていただきました。
　スタッフ10人ほどで育てたシクラメン、今年は４万8
千鉢を出荷予定です。８割が関東（東京・埼玉）に出
荷されます。
　これからのことをうかがうと、「現状維持。何
事もなくこれからもシクラメンを作ることができれば。自分の時間も楽しめたらいいです」とお話
ししてくれました。

　27年前からシクラメンの栽培に携わっています。今年は夏の暑さ、残暑もあったことで、例年と比べると１
週間ほど開花が遅れているそうです。その中でも、「思うようなものができなかったが、それなりに良い製品
ができました。品評会に間に合ってよかったです」と笑顔が見られました。

　中島村の農業や園芸に携わっている方の印象を
聞いてみると、「村の主要産業ではありますが、
人数が少ないと思います。資材などの物価高騰で
新規で始める人にとっては大変なことだと思いま
す」とお話がありました。
　水野谷さんも８割は関東(東京・埼玉)、仙台に
も出荷しています。郡山、福島にはご自身のト
ラックで出荷しています。
　園芸に対する思いをうかがうと、「年々大変に

はなっていますが、作ったものを喜んでもらえる、綺麗と言ってもらえるとやりがいを感じます」
とのことでした。
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福島県鉢花生産者協議会会長賞　鈴木　和宏さん
　今回パンジーとビオラを出品し、パンジーで銅賞を
受賞しました。鈴木さんは平成８年からパンジーの栽
培を始めました。今年は７月に種まき、８月に植え込
み、９月に出荷。現在の栽培面積は30ａ、栽培を開始
したときから約３倍の面積になったそうです。
　栽培の時に気をつけていることをうかがうと「良品
の生産ができるように気を付けています。去年の自分
を超える、今年のパンジーは綺麗だね、去年のものよ
りもいいね。といわれるように心掛けています」とお話
ししてくれました。
　今回受賞したことを受けて、「支えてくれているスタッフに感謝しています。みんなでやったから受賞できま
した。１人ではできなかったことです。自分の手柄なんてことはありません」と、とても謙虚な姿が印象に残り
ました。
　これからやりたいことは、「いろんな人に振り向いてもらえるように、気軽に手に取ってもらえる作物を供給
したいですし、良品をずっと供給したいです。また、自分をはるかに超える後継者を育てたいです。そして、お
うちにお花があるといいね、という文化を守りたいです」とお話ししてくれました。

～県鉢花品評会～
毎年、県鉢花き振興協議会が開いているものです。
鉢花の品質を向上させるとともに、花きの消費拡大
を図ることが目的です。

水野谷さんのシクラメン小室さんのシクラメン

鈴木さんのパンジー

出荷の忙しい時期に
ご対応いただき
ありがとうございました。
お三方は、中島村のふるさと納
税返礼品事務所としてもご協力
いただいております。
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防
犯
対
策
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
を

寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た

　

11
月
９
日
（
木
）
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆

Ｆ
福
島
株
式
会
社
（
郡
山
市
）
よ

り
、
本
村
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
へ
と
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー

を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
総
務

部
長
の
桑
原
清
一
氏
が
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
を
訪
れ
、滑
津
、

吉
子
川
の
両
校
長
へ
と
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
学

校
内
に
侵
入
し
て
き
た
不
審
者
な

ど
に
対
し
て
投
網
状
の
ネ
ッ
ト
を

発
射
し
絡
め
と
る
も
の
で
、
不
審

者
を
動
け
な
く
す
る
の
に
大
変
有

効
な
防
犯
用
品
で
す
。

　

こ
れ
ら
防
犯
用
品
を
使
う
よ
う

な
事
態
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
一

番
で
す
が
、
万
が
一
を
想
定
し
、

装
備
品
の
み
な
ら
ず
日
頃
か
ら
防

犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な
学
校

づ
く
り
に
努
め
、
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ

福
島
株
式
会
社
様
に
は
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
作
願
い

川
原
田
で
「
む
じ
な
打ぶ

ち
」

　

11
月
11
日
（
土
）
川
原
田
地
区

で
伝
統
行
事
「
む
じ
な
打
ち
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
む
じ
な
打
ち
」
は
田
畑
の
作

物
を
食
い
荒
ら
す
ネ
ズ
ミ
な
ど
を

追
い
払
い
、
麦
や
蕎
麦
な
ど
の
豊

作
を
願
う
行
事
で
す
。
平
成
28
年

に
約
50
年
振
り
に
復
活
さ
せ
て
以

来
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
旧
暦
の
10
月
10

日
（
現
在
の
11
月
上
旬
頃
）
が
田

の
神
様
に
感
謝
す
る
「
刈
り
上
げ

10
日
」
と
さ
れ
、
そ
の
日
の
夜
に

子
ど
も
達
が
ワ
ラ
で
巻
か
れ
た
縄

を
持
ち
、「
ま
い
こ
ん
だ
、
ま
い

こ
ん
だ
、
む
じ
な
打
ち
が
ま
い
こ

ん
だ
」
な
ど
の
か
け
声
と
と
も
に

家
々
の
庭
先
で
叩
い
て
回
っ
た
風

習
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

地
元
の
子
ど
も
達
の
元
気
な

「
む
じ
な
打
ち
」
の
か
け
声
で
、

豊
作
を
祈
念
し
地
域
の
絆
を
さ
ら

に
深
め
ま
し
た
。

中
島
保
育
所
で
七
五
三
の
お
祝
い

　

11
月
15
日
（
水
）
中
島
保
育
所

で
七
五
三
の
お
祝
い
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

行
事
で
は
ま
ず
、
七
五
三
の
簡

単
な
お
話
の
後
、
手
作
り
の
鳥
居

に
向
か
っ
て
お
参
り
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
七
五
三
の
着
物
が
描

か
れ
た
顔
出
し
パ
ネ
ル
に
顔
を
は

め
て
記
念
撮
影
を
し
、
ち
ょ
っ
と

照
れ
て
い
た
様
子
の
子
ど
も
達
で

し
た
。
最
後
に
、
自
分
で
制
作
し

た
千
歳
飴
の
袋
の
中
に
お
菓
子
を

入
れ
て
渡
さ
れ
、
終
始
笑
顔
で
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

激
励
金
交
付
式

　

11
月
20
日
（
月
）、
中
島
村
役

場
に
て
、
第
23
回
全
日
本
チ
ア
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会
・
第
21
回
全
日

本
学
生
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
福
島
県
立
光
南
高
校

３
年
生
畠
山
姫
菜
乃
さ
ん
に
対
す

る
激
励
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

畠
山
さ
ん
は
光
南
高
校
で
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
に
所
属
し
て
お
り
、

10
月
に
行
わ
れ
た
東
北
予
選
大
会

の
高
校
生
編
成
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ 

Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
部
門
で
優
勝
し
、
東
北

の
代
表
と
し
て
11
月
25
日
（
土
）

～
26
日
（
日
）
の
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ

二
千
日
達
成

　

11
月
21
日
の
中
島
村
に
お
け

る
「
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
二
千

日
」
達
成
を
受
け
、
表
彰
伝
達
式

が
11
月
22
日
（
水
）
に
中
島
村
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
県

南
地
方
交
通
対
策
協
議
会
の
伊
藤

会
長
（
県
南
地
方
振
興
局
長
）
よ

り
村
交
通
対
策
協
議
会
の
加
藤
会

長
（
村
長
）
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
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ま
し
た
。

　

ま
た
式
に
は
、
村
交
通
安
全
協

会
木
村
会
長
、
村
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

佐
久
間
隊
長
が
出
席
し
、
加
藤
会

長
か
ら
「
一
層
の
交
通
安
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
安
全
運
転
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
教
室

　

11
月
10
日
（
金
）
は
中
島
中
学

校
、16
日（
木
）は
吉
子
川
小
学
校
、

24
日
（
金
）
は
滑
津
小
学
校
に
て

人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
教
室
は
、
小
学
５
年
生
と

中
学
１
年
生
を
対
象
に
、「
人
権

（
全
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
権

利
）
に
つ
い
て
」
一
緒
に
考
え
て

も
ら
う
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の

み
な
さ
ん
に
思
い
や
り
や
い
た
わ

り
の
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
人

権
擁
護
委
員
が
外
部
講
師
と
し
て

小
中
学
校
へ
出
向
き
、
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

今
回
の
人
権
教
室
は
、
中
学
校

で
は
「
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
ら
な
い
た
め
に
」、
小
学
校
で

は
「
も
っ
と
仲
良
く
な
ろ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
人
権
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

川
原
田
・
新
そ
ば
ま
つ
り

　

11
月
25
日
（
土
）
川
原
田
行
政

区
に
お
い
て
、
川
原
田
ド
リ
ー
ム

会
、
川
原
田
地
域
資
源
保
全
会
が

主
催
の
新
そ
ば
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

川
原
田
の
畑
で
栽
培
し
た
そ
ば

粉
を
使
っ
た
お
ま
つ
り
で
参
加
し

た
み
な
さ
ん
へ
温
か
い
そ
ば
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。

中
島
村
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
で

福
島
財
務
事
務
所
出
張
講
座

　

11
月
28
日
（
火
）
元
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
財
務
省

東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
の

長
谷
場
直
さ
ん
、
齊
藤
文
朗
さ
ん

に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
財
政
に
つ
い

て
、
金
融
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め

の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
予
算
は
ど
の
よ
う
な
分

野
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な
り

す
ま
し
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
日
頃
か
ら
気
を
付
け
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
、
約
１
時
間
30
分

に
わ
た
り
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
島
村
ひ
ま
わ
り

サ
ロ
ン
の
会
員
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

　

中
島
村
国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
世
帯
を
表
彰

　

今
年
度
よ
り
、
中
島
村
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の

健
康
保
持
増
進
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
下
記
の
基
準

滑津小学校５年生

中島中学校１年生

吉子川小学校５年生
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を
満
た
す
世
帯
を
、
健
康
優
良
世

帯
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
は
、
２
世
帯
で

12
月
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

【
表
彰
の
基
準
】

①
表
彰
を
行
う
年
度
の
前
年
度

（
以
下
「
前
年
度
」
と
い
う
。）
１

箇
年
を
通
じ
て
、
本
村
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
以
上
の

方
で
、
表
彰
時
に
被
保
険
者
資
格

を
有
す
る
こ
と
。

②
前
年
度
に
お
い
て
、
療
養
の
給

付
（
療
養
費
を
含
む
。）
を
全
く

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

③
前
年
度
以
前
の
国
民
健
康
保
険

税
を
、
表
彰
を
行
う
年
度
の
５
月

31
日
ま
で
に
完
納
し
て
い
る
こ

と
。

④
前
年
度
に
特
定
健
康
診
査
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
被
保
険
者
が
い

る
世
帯
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る

被
保
険
者
全
員
が
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
、
そ
の
結
果
が
異
常
な

し
、
又
は
、
医
療
機
関
の
受
診
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
。

　

詳
し
く
は
役
場
住
民
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
所「
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
」

　

12
月
２
日
（
土
）
保
育
所
に
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
し

た
ダ
ン
ス
や
手
遊
び
、表
現
遊
び
、

歌
遊
び
を
披
露
し
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

12
月
４
日
（
月
）
中
島
村
役
場

に
て
、
中
島
保
育
所
、
中
島
幼
稚

園
、
滑
津
小
学
校
企
画
委
員
会
、

吉
子
川
小
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
、

中
島
中
学
校
生
徒
会
に
よ
る
赤
い

羽
根
共
同
募
金
（
学
校
募
金
）
の

引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
保
護
者
や
先
生
、
児

童
の
み
な
さ
ん
に
１
週
間
ほ
ど

声
掛
け
し
、
寄
せ
ら
れ
た
善
意
、

５
７
，
９
６
５
円
を
加
藤
幸
一
社

会
福
祉
協
議
会
長
（
中
島
村
長
）

に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
、「
村
の
地
域
福
祉
の

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

12
月
８
日
（
金
）
中
島
村
役

場
に
お
い
て
、
中
島
村
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
県
南
地
方
振
興

局
長
よ
り
、
小
針
久
雄
さ
ん
へ

旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
針
さ
ん
は
平
成
７
年
に
中

島
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

３
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
総
務
教
育
常
任
委

員
会
委
員
長
や
副
議
長
等
の
要

職
を
務
め
ら
れ
、
公
正
な
議
会

運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
な
ど
、

中
島
村
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
そ
の
功
績
に
よ
り
、
旭

日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲（
旭
日
単
光
章
）

受
章
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令和６年度（追加）入札参加資格審査申請受付のお知らせ

中島村国際交流協会会員募集

中島村国際交流協会　☎５２-２１１３

　当協会は中島村民と諸外国及び外国人についての認識を深め、そこから中島村の特性を生かした国
際交流活動を積極的に行うことにより、活力ある村民生活の向上と国際親善に寄与することを目的として
活動しています。この趣旨に賛同し、会をサポートしてくださる会員を広く募集しておりますので、多数のご
入会をいただきますようお願い申し上げます。

【会　　員】　協会の目的に賛同して入会した個人及び団体とします。
【会　　費】　個人会員及び団体（法人）会費とも年額１,０００円
【入会手続】　協会事務局（中島村役場企画振興課内）に所定の申込
　　　　　　 書がございますので、年会費を添えてお申し込みください。

　令和６年度の入札参加資格を申請される方は、指定の期間内に入札参加資格審査申請書を提出して
ください。
　なお、この申請は令和５・６年度入札参加資格の追加申請ですので、すでに令和５・６年度入札参加資
格の申請をしている方は、この申請は必要ありません。
▶受付期間
　令和６年２月１日～２月２９日
▶申請様式（福島県の様式）
　福島県ホームページからダウンロードし、各様式を「中島村長」宛に変更して提出してください。
　「役務の提供」にて申請の場合は、物品購入（修繕）競争入札参加資格申請書を使用し、業種は”４”
　を記入してください。
　フラットファイルには綴らないでクリップ等で留めて提出してください。
　各書類には、ホチキス針を使用しないでください。
※受付期間並びに有効期間は、福島県の指定とは違いますので十分ご注意ください。
▶提出先
　中島村役場　総務課　総務係
▶提出方法
　郵送提出（締切日必着）または窓口提出（受付：日曜日、土曜日及び祝日を除く９時～12時、13時～17時）
▶入札参加資格の有効期間
　令和６年６月１日～令和７年５月31日までの１年間
▶その他
　経営事項審査の経営規模等評価結果通知書・総合評定通知書の写し（以下、「経審の結果通知書」
という。）が必要となります。令和4年３月31日までに発行された経審の結果通知書を提出した場合、入
札参加資格審査申請の提出書類として認められませんのでご注意願います。
　経審の結果通知書を申請時までに提出できない方は、受付済みの総合評定値請求書を添付してくださ
い。書類提出時に、総合評定通知書の提出予定日をお知らせのうえ、届き次第早急に提出してください。
　申請受領後の申請書写し等の交付を希望する場合は、返信用封筒に切手を貼付して添付のうえ提出
してください。

総務課　☎５２-２１１１
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お知らせお知らせ

令和６年度 償却資産 ( 固定資産 ) の申告について

令和６年度中島幼稚園入園児へ
教育・保育給付認定証

および入園通知を発送しました

村内小学校１日入学のご案内

　令和６年度小学校入学予定者に向けに一日
入学を実施します。該当者には、１月中に該当小
学校から案内が送られます。案内が届かない場
合は、学校教育課へご連絡ください。

▶日　時　　
　滑津小学校　２月６日（火）13：40～15：30
　吉子川小学校　２月６日（火）14：00～15：40
▶場　所　
　入学通知で通知されている小学校
▶内　容
　保護者説明会、学用品販売
▶持ち物
　保護者・児童の上履き、学用品購入費用、学
　用品持ち帰り用の袋
※詳細については各学校からの案内をご確認く
ださい。

　12月下旬に教育委員会より、令和６年度幼稚
園入園予定の保護者あてに教育・保育給付認
定書および入園通知書を発送しました。まだ届い
ていない場合は、教育委員会へご連絡ください。

※１日入園では使用しませんので、持参不要です。
※教育・保育給付認定証はご家庭で保管してく
ださい。
※教育・保育給付認定証に記載されている事項
で変更があった場合は速やかに教育委員会へ
届出てください。
※他市町村に住所があるご家庭については、入
園通知書のみ送付されます。教育・保育給付認
定証はお住まいの市町村へ申請することとなりま
す。

学校教育課（生涯学習センター輝ら里）　☎５２-３４８３

　固定資産税は、土地・家屋のほか、償却資産も課税対象となります。償却資産の所有者は、毎年１月１
日に所有している事業用資産について、個人、法人を問わず申告しなければなりません。課税対象となる
償却資産とは、法人税法や所得税法で減価償却費が損金算入されるものです。ただし自動車税及び軽
自動車税の課税客体である車両は対象外となります。

【償却資産の例】
・構築物（路面舗装、看板等）　　
・機械及び装置（各種製造設備、乾燥機、脱穀機等）
・車両及び運搬具（大型特殊自動車、コンバイン、パワーショベル等）　
・工具、器具及び備品（パソコン、理美容機器、冷蔵庫等）
▶申告する必要がある方
　１月１日現在、村内に償却資産を有する個人または法人。昨年中に資産内容に異動がない場合や課
税標準額の合計が免税点未満（１５０万円）で課税されない場合でも申告は必要です。
▶申告書の提出期限
　令和５年12月に郵送した申告書に、必要事項を記入し令和６年１月３１日（水）までにご提出ください。
　なお、村内で新規に事業を始めた法人等で申告書が届かない方はご連絡ください。また、申告は
eLTAXを利用した電子申告による受付を行っておりますので、ぜひご利用ください。

税務課　☎５２-３４８１
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野鳥へのエサやりは絶対にやめましょう！

高病原性鳥インフルエンザ対応レベルが
最警戒レベルの「３」に引き上げられました

　渡り鳥などの野鳥にエサを与えてしまうと毎年の飛来を促してしまいます。渡り鳥は大陸から高病原性
鳥インフルエンザウイルスを持って飛来し、国内の野鳥などに感染させてしまいます。養鶏場でも鳥インフ
ルエンザが発生する可能性が高まり、卵不足による卵価格の高騰など我々の生活にも影響を与えてしま
います。また、最悪の場合人にも感染する恐れがあります。野鳥へのエサやりは絶対にやめましょう。

企画振興課　☎５２-２１１３

　今シーズン、国内の複数の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが発生したことを受け、「高病原性鳥イ
ンフルエンザ対応レベル」が最警戒レベルの「３」に引き上げられました。下記を参考に死んでいる・衰弱
している鳥を発見した場合は通報ください。

通報が必要なケース
水鳥（ハクチョウ・カモ等）や猛禽類が衰弱したり、外傷がなく死んでいるのを１羽以上発見した場合
上記以外の野鳥が同一の場所で特に外傷がなく５羽以上死んでいるのを発見した場合
重度の神経症状（首を傾けてふらついたり、首を仰け反らせて立っていられない状態で、正常に飛んだり
採食できない状態）が確認できる水鳥類

通報が不要なケース
死因がケガや事故であることが明らかな場合
死後時間が経過し腐敗・乾燥等により検査ができない状態の場合

（ ｝平日日中（8:30～17:15）：役場企画振興課（☎52-2113）
平日夜間・休日・祝祭日：県白河合同庁舎守衛室（☎23-1670）⇒ に通報ください

⇒ 一般廃棄物として処分してください。（通報不要）
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物価高騰対応重点支援事業

各種物価高騰により影響を受けている村民の皆さまに、経済的支援及び消費の下支えを目的として、

一人あたり５，０００円の「中島村生活応援商品券」を配付します。

【配付対象者】

令和５年１２月１日現在、中島村住民基本台帳に登録されている方全員

【利用期間】

令和６年２月１日（木）～２月２９日（木）
※利用期間中に緊急事態宣言発令や災害等発生により利用が困難な状況に陥った場合は、利用

期間を変更もしくは利用を中止することがありますので、ご了承ください。

【商品券額面】

一人あたり ５,０００円分（５００円券×１０枚）

【配付時期】

令和６年１月中旬～下旬にかけて各世帯主宛に世帯員分の商品券を入

れて「ゆうパック」にてお送りします。
※12/2～1/15の期間に追加配付対象となった方の商品券は上記のとおり封入してお送りします。 

1/16～1/31の期間に追加配付対象となった方の商品券は、お手数ですが後日受取に来庁くださ

い。

※不在等により受け取れなかった世帯の商品券は郵便局で保管します。その後、郵便局保管期限

を過ぎた商品券は役場企画振興課で保管します。再郵送は承っておりませんのでご了承くださ

い。

令和５年１２月２日～

令和６年１月３１日の間に

中島村で出生 or

中島村に転入
追加配付の対象です※

ご案内

企画振興課　☎５２-２１１３

内容が変更となる場合がございます。詳細は商品券配付時のリーフレットや広報２月号をご覧ください。



お知らせお知らせ

広報なかじま　Ｒ６. １　◯14

SAWA チャイルド基金「新入学応援金 2024」

　ＳＡＷＡチャイルド基金では、2024年４月に小学校・中学校・高校に入学するお子さまをお持ちのシング
ルマザー、シングルファザーのご家庭に入学応援金を届けてまいります。
　机やランドセル、文房具などの学用品、そして中学校、高校の制服などのご購入にお役立ていただけれ
ばと願っています。

▶応募要領
1．応援金
　・小学生：３万円（３０人）　中学生：５万円（５０人）　高校生：５万円（５０人）
　※小・中２名同時入学と小・高同時入学家庭には７万円、中・高２名同時入学家庭には８万円、小・中・
　　高３名同時入学家庭には１０万円の支給とします。

２．対象
　・２０２４年４月に小学校・中学校・高校などに入学するお子さまをもつひとり親家庭

３.応募から選考結果、送金までの流れ
　・申込書はコピー可、またはＨＰからダウンロードできます。
　・所定の申込書にご記入の上、添付書類とともに２０２３年12月25日（月）～２０２４年１月31日（水）
　  【必着】で郵送にてご提出ください。
　・選考委員会で、より経済的に困難なご家庭のお子さま１３０人（予定）を選びます。
　・選考結果は３月11日（月）までに郵送でお送りします。
　・決定した方にはご指定いただいた口座に応援金を振り込みます。
　・応援金を受け取られた方にアンケートまたはインタビューをお願いする場合があります。

▶注意事項
　・2024年２月１日（木）以降に届いた申込書は受け付けられませんので、余裕を持ってお申し込みくだ
　  さい。なお、書留・レターパックは受け付けられません。
　・複数のお子さまがお申し込みの場合は、申込書のお二人目にご記入ください。添付書類は一組で構
　  いません。
　・提出書類の不足や記入もれは失格となりますので、十分ご確認ください。
　・選考結果は郵送をもって通知いたしますので電話・メールでのお問い合わせはご遠慮ください。
　・ご提出いただいた書類は、個人情報保護方針に基づき、ＳＡＷＡチャイルド基金応援金事業以外の目的
　  には使用いたしません。なお、個人情報に関する各種書類は選考終了後、責任をもって廃棄いたします。
　・選考から外れる場合もありますので、あらかじめご了承ください。

一般財団法人　SAWAチャイルド基金新入学応援金2024申込係　☎０９０-７９８２-７３６０
HP　www.sawachild.com

新入学予定のお子さまがいらっしゃるひとり親家庭のみなさまへ
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本
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融
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・
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公
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。

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
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定
金

利
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年
２
．
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５
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５
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問
教
育
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０
５
７
０-

０
０
８-

６
５
６
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イ
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０
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３
２
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５
６
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司
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司
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２
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０
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０
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８
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司
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６
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５

後
期
高
齢
者
医
療

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」 

（
医
療
費
通
知
）
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
皆
様
の
医
療
費
や
健
康
に
関

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
か
ら

の
請
求
書
に
基
づ
き
、
毎
年
１
回

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
医
療
費
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
ご
確

認
の
上
、
ご
不
明
な
点
や
誤
り
が

あ
っ
た
際
に
は
福
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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島
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島
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２
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０
２
５
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ス
マ
ホ
を
利
用
し
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２
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３
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。
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 学校教育課学校教育課

　11 月 21 日（火）に一人一鉢活動を実施しました。
これは、全校生が、縦割り班になり、鉢に苗植えをする
活動です。一人一鉢ずつ丁寧にプリムラの苗を植えます。
上級生が下級生に手を添えて教えてあげることで、異年
齢集団の交流の場としても有意義な時間となっていま
す。
　今後、この苗は各クラスで大切に育て、花が咲く頃に
は卒業式や入学式の花道として並びます。全校生の思い
が苗をとおして、卒業生や新入生へのお祝いの気持ちへ
と伝わっていきます。一鉢の苗に、子どもたちそれぞれ
の大きく深い思いが詰まっているのです。

　男子バレーボール部が第 45 回福島県中学生バレー
ボール選手権大会に県南の代表として出場し、見事に優
勝することができ、福
島県の頂点に輝きま
した。選手一同、チー
ム一丸となり隙の無
い試合運びで完全優
勝を果たしました。
　ＰＴＡ教養委員会主催でラジオパーソナリティーの大
和田新さんを講師にお招きし、教育講演会を開催しまし
た。講演会では、「今日という日は、次の災害が起きる
前の日かもしれない」ということなど、防災について多
く学ぶ機会となりました。

　11月 20日（月）、南湖森林公園森の案内人の皆様を
講師としてお迎えし、森林環境学習の一環として、校庭
の樹木についての学習を全学年で行いました。
　授業では、樹木のもつ特徴について、学年に合わせて
教えていただきました。中でも、「タラヨウ」の葉の裏
には文字が書けることを実際に体験したり、黒松と赤松
の違いを葉の手触りで確かめたりするなど、どの学年も
体験を通して楽しく学ぶことができました。
　中島村は「なえ木の村」とも言われることから、子ど
も達も身の回りにある樹木に関心をもつきっかけとなれ
ばと思っております。

　11月 25 日（土）に子どもの国の発表会が行われま
した。『輝こう　みんなが主役の　発表会』をスロ－ガ
ンに、各学年ダンスや劇など発達段階に合わせた発表を
しました。

一鉢の重み
滑津小学校

子どもの国の発表会
中島幼稚園

身近な樹木について学ぶ
吉子川小学校

～スポーツ・文化の秋を満喫～
中島中学校
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教育委員会教育委員会つうしん つうしん 生涯学習課・児童館生涯学習課・児童館

生
涯
学
習
課

ク
ラ
ウ
ン
大
学「
健
康
講
座
」　

　

11
月
24
日
（
金
）
輝
ら
里
に
て
、

ク
ラ
ウ
ン
大
学
第
８
回
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
郡
山
市
に
あ
る
慈
繁

会
土
屋
病
院
・
院
長
松
本
昭
憲
医

師
を
招
い
て
、「
医
師
が
歳
を
取
っ

て
気
づ
い
た
こ
と
～
高
齢
者
が
健

康
で
元
気
に
い
ら
れ
る
た
め
に

～
」
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

医
師
と
い
う
立
場
か
ら
、
高
齢

者
が
し
て
お
く
べ
き
予
防
接
種
や

こ
れ
か
ら
の
季
節
で
の
留
意
点
な

ど
、
デ
ー
タ
を
基
に
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ウ
ン
大
学
の
歴
史
の
中

で
、
医
師
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ

と
は
初
め
て
と
あ
っ
て
、
み
な
さ

ん
熱
心
に
話
し
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
後

に
は
質
問

に
も
応
じ

て
い
た
だ

き
、
た
い

へ
ん
有
意

義
な
講
座

と
な
り
ま

し
た
。

社
会
教
育
委
員

小
松
靜
江
氏
東
北
表
彰

　
小
松
靜
江
氏(

滑
津
原)

は
中

島
村
社
会
教
育
委
員
と
し
て
長
年

社
会
教
育
に
貢
献
さ
れ
、
東
北
地

区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表

彰
を
拝
受
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
（
木
）
に
宮
城
県
で

開
催
さ
れ
た
式
典
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　

後
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら

里
で
、
面
川
教
育
長
よ
り
表
彰
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

将
棋
大
会

　

村
民
文
化
祭
事
業
の
一
環
と
し

て
、
11
月
19
日
（
日
）
に
中
島
村

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お

い
て
、
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

田
島　

篤
史

第
２
位　

髙
本　

擴
輔

第
３
位　

木
村　

恭
輔

芸
能
発
表
会

　
村
民
文
化
祭
最
終
の
行
事
と
し

て
「
令
和
５
年
度
中
島
村
芸
能
発

表
会
」
が
、
11
月
26
日
（
日
）
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
文
化
団
体
や
サ
ー
ク
ル
会
員

な
ど
に
よ
る
多
彩
な
シ
ョ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
大
変
華
や
か
な
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
館

第
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

逃
走
中
～
ハ
ン
タ
ー
と

な
か
じ
ま
の
子
ど
も
達
～
実
施

　

12
月
２
日
（
土
）
童
里
夢
公
園

に
お
い
て
第
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
「
逃
走
中
～
ハ
ン
タ
ー
と

な
か
じ
ま
の
子
ど
も
達
～
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
あ
の
テ
レ
ビ
番
組

「
逃
走
中
」
を
基
本
に
児
童
館
オ

リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル
で
参
加
し
た
57

人
は
自
分
の
報
酬
を
増
や
す
た
め

に
60
分
間
ハ
ン
タ
ー
か
ら
必
死
で

逃
げ
ま
し
た
。
今
回
の
ハ
ン
タ
ー

と
し
て
中
島
村
駅
伝
チ
ー
ム
よ
り

６
人
の
ハ
ン
タ
ー
を
お
呼
び
し
ま

し
た
。

　

時
間
に
よ
っ
て
報
酬
を
増
や
す

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
捕
ま
っ
て
し

ま
っ
た
友
達
を
助
け
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
積
極
的
に
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
も
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
途
中
で
ハ
ン
タ
ー
に
捕

ま
っ
て
し
ま
っ
た
参
加
者
も
い
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は「
ハ
ン
タ
ー

が
速
く
て
び
っ
く
り
し
た
。」
や

「
将
来
中
島
村
駅
伝
チ
ー
ム
で
走

り
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
自
分
で
貯
め
た
逃
走

ポ
イ
ン
ト
を
今
回
の
報
酬
で
あ

る
「
う
ま
い
棒
」
に
引
き
換
え
ま

し
た
。
自
分
で
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

で
ど
の
味
に
す
る
か
と
て
も
悩
み

な
が
ら
選
び
ま
し
た
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
ハ
ン
タ
ー
に
捕
ま
ら
な

か
っ
た
逃
走
成
功
者
は
次
の
通
り

で
す
。

・
髙
橋
優
花
里
（
滑
津
１
年
生
）

・
長
倉
可
林
（
吉
子
川
１
年
生
）

・
加
藤
一
慶
（
吉
子
川
２
年
生
）

・
髙
久
小
茉
希
（
吉
子
川
２
年
生
）

・
大
川
原
慶
（
滑
津
３
年
生
）

・
髙
橋
麻
弘
（
滑
津
３
年
生
）

・
根
本
羽
菜
（
滑
津
３
年
生
）



月

輝ら里図書室カレンダー文
芸
の
ひ
ろ
ば
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みんなの広場みんなの広場

ニック先生の
英語教室

1
霜
月
は
花
去
り
の
月
菊
の
香
は　

な
ご
り
の
如
く
庭
先
に
あ
そ
ぶ

た
ば
こ
の
火
踏
み
消
し
歩
む
人
あ
ら
ぬ　

舗
装
ピ
カ
ピ
カ
冬
に
入
り
た
る　
　
　
　

畠
山　

ヒ
サ
子

芋
が
ら
の
皮
む
く
指
の
黒
く
な
り　

あ
と
何
本
と
も
ど
か
し
く
見
る

腰
曲
げ
て
孫
こ
ろ
ぶ
な
と
後
を
追
う　

体
力
勝
負
の
じ
い
じ
と
ば
あ
ば　
　
　
　
　
　

鈴
木　

由
美
子

ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種
終
え　

立
冬
の
日
に
冬
に
向
き
あ
う

武も
の
の
ふ士
の
風
貌
を
も
つ
霧
島
の　

賜
杯
の
陰
に
た
ゆ
ま
ぬ
稽
古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代　

陽
子

～オーストラリアの大きな物～

▪　Have you visited “The Big Banana?”　
　　　「ザ・ビッグバナナ」に行ったことはありますか？
▪　Yes, I have been there．
　　　はい、行ったことがあります。
▪　How big is it?
　　　そのバナナはどれくらい大きいですか？
▪　Thirteen meters!
　　　13 メートル！

　オーストラリアには、「ビッグシングス」として知られる大きな彫刻物が数多くあります。これらは、特定の町や、場所の特
色を表す観光名所です。これらはオーストラリアの旅行中に訪れる人気の場所であり、多くの場合、テーマパークや博物館など
の他の観光スポットの近くにあります。
　最も有名なのは、ニューサウスウェールズ州コフスハーバーにある「ビッグバナナ」です。長さは 13 メートルで、1964 年
に建てられました。ビッグバナナを訪れると、バナナの成長課程と地元産業の歴史について知ることができるバナナワールドの
展示を見ることができます。敷地内には、ウォータースライダーなどさまざまな乗り物がある遊園地や、バナナをイメージした
お菓子を食べたりバナナ関連のお土産を購入できるカフェもあります。
　他の例としては、ビッグパイナップル、ビッグメリノ（大ひつじ）、ビッグプローン（大きなエビ）、ビッグロブスター、ビッ
グマンゴー、ビッグコアラ、ビッグアボカドなど、沢山あります。
　これらは地元のランドマークであり、オーストラリアの沿道の賑わいを作ろうと作られています。オーストラリアを旅する際
は、ぜひ立ち寄って写真を撮ってください。

The Big Things of Australia

Image Link https://live.staticflickr.com/1270/750889322_33c48affce_b.jpg

○  開いている日　 ×  お休みの日　 ◎  おはなし会　

利用案内
◆開　館　日　　火曜日～日曜日　１０：００～１８：００
　　　　　　　　（１２：００～１３：００までは閲覧のみ）
◆休　館　日　　毎週月曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
◆図書の貸出　　一人５冊まで、２週間以内

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

× × × 〇 〇 〇

7 8 9 10 11 12 13

〇 × 〇 〇 〇 〇 ◎

14 15 16 17 18 19 20

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

21 22 23 24 25 26 27

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

28 29 30 31

〇 × 〇 〇



戸籍の窓口

◯　Ｒ６. １　広報なかじま19

休日救急医療・歯科当番医表

みんなの広場みんなの広場

今
月
の
納
税

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

お悔やみ申し上げます

11 月受付

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～
・対象者：中学生（１５歳）以下の子ども　　　・診療日：平日（月曜日～金曜日）
・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　　　・診療場所：白河厚生総合病院内　小児科外来
※受診前に必ず電話してください。　☎０２４８-２２-２２１１

※当番医が変更になることがありますので、新聞などで確認してください。●休日当番医

※「誕生」・「結婚」・「お悔やみ」について広報への
　掲載を希望されない場合は、窓口への届出の際
　にお申し出ください。

今月はありません

氏　名 年　齢 住　所

圓 谷 眞 理 ６５ 下 平 名 塚

鈴 木 照 雄 ９３ 八 幡 前

水 野 谷　 武 ７１ 上 栄

塩 田 敏 昭 ６９ 迎 久 保

固 定 資 産 税（４期）
国 民 健 康 保 険 税（７期）
介 護 保 険 料（７期）
後期高齢者医療保険料（６期）
～納期限は１月 31日（水）です～

納税は遅れず忘れずに！
納税は口座振替が便利です。
税務課　☎５２－３４８１

なかじぞうさんが村長から
メッセージを受け取りました

「いい年になりますように！」

村長さんは今年年男なんだって！
いい１年にしようね！

人
口
と
世
帯

12 月１日現在 （先月比）
人　口 ４，８１１ （ ＋ ９）

男 ２，３４９ （ ＋ １）
女 ２，４６２ （ ＋ ８）

世帯数 １，７４５ （ ＋ ５）

病院に行くか、救急車を呼ぶか
迷ったらご相談ください

福島県救急電話相談　（毎日 24 時間）　
＃ 7119( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-524-3020( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)
福島県こども救急電話相談（毎日 19:00 ～翌朝 8:00）
＃ 8000( 県内のプッシュ回線・携帯電話 ) ☎ 024-521-3790( ダイヤル回線・IP 電話・PHS)

今月はありません

診 療 日 小　　　児　　　科
午前 9 時～午後５時

内　科　・　外　科
午前 9 時～午後５時

白 河 歯 科 医 師 会
午前 9 時～午後５時

1 月 1 日 ( 月 ) 白河厚生総合病院 会田病院 たまち歯科医院
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎４４－４８８９

1 月 2 日 ( 火 ) 白河厚生総合病院 会田病院 佐久間歯科医院
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎４４－３１１８

1 月 3 日 ( 水 ) 白河厚生総合病院 会田病院 佐藤歯科医院
☎２２－２２１１ ☎４２ー２１２１ ☎２３－１１８４

1 月 7 日 ( 日 ) ねもとキッズクリニック きくち診療所 鈴木歯科医院（立石）
☎２１－５６２３ ☎２１－８６７２ ☎２２－６１９１

1 月 8 日 ( 月 ) 樋口小児クリニック 白河市表郷クリニック 鈴木歯科医院（表郷）
☎４２－２０４０ ☎３２－２３１６ ☎３２－２０２９

1 月 1 4 日 ( 日 ) みうら小児クリニック 田口医院 すずき歯科
☎２８－１００１ ☎２４－１１１１ ☎４４－５５５５

1 月 2 1 日 ( 日 ) にしごうキッズクリニック ありがクリニック 須藤歯科医院
☎２９－８７２５ ☎２１－１３１１ ☎２２－６４６０

1 月 2 8 日 ( 日 ) わたなべ子どもクリニック いがらし内科クリニック 秋山歯科医院
☎２１－２１６６ ☎２１－９１１１ ☎３４－３７４１

村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ



カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

元旦 官公庁仕事始め 
保育始め【保・幼】

二十歳を祝う会
【輝】 
新教研【児】

【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】【温泉・図書室休】
7 8 9 10 11 12 13

第 15 回中島村
表彰式・新年祝
賀会【輝】 
消防団出初式・安
全祈願祭【体セ】

成人の日 第３学期始業式
【小・中】 
LEE（英会話）
教室【輝】

１日入園【幼】 
小学生対象学習会

【児】

おはなし会【輝】 
土曜学習会（中３）、ジュ
ニアクラブ「運と実力で
つかみとれキングオブ
ジュニアクラブ」【児】

【図書室休】
14 15 16 17 18 19 20

無料法律相談所
開設【福祉】

第３学期始業式
【幼】
LEE（英会話）
教室【輝】

小学生対象学習会
【児】

中島村文化講演会
「吉川美代子」【輝】
育児講座【保】
土曜学習会（中３）

【児】
【温泉・図書室休】

21 22 23 24 25 26 27
２歳児健康相談、
歯科クリニック

【保セ】

LEE（英会話）
教室【輝】

ふれあいカフェ
【福祉】

小学生対象学習会
【児】

新教研【児】

【温泉・図書室休】
28 29 30 31

歯科クリニック
【保セ】

【温泉・図書室休】

（予定）月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

小学生対象学習会
【児】

おはなし会【輝】 
土曜学習会（中３）

【児】

4 5 6 7 8 9 10
新入生１日入学

【小】 
LEE（英会話）
教室【輝】

離乳食教室、９
～ 10 か月児健康
相談【保セ】 
献血【輝】

小学生対象学習会
【児】

人材育成セミナー
【輝】 
土曜学習会（中３）

【児】

【温泉・図書室休】

月 （予定）2

広報なかじま　Ｒ６. １　◯20

【保】…保育所　【幼】…幼稚園　【滑】…滑津小学校　【吉】…吉子川小学校　【小】…両小学校　【中】…中学校　
【児】…児童館　【福祉】…福祉センター　【輝】…輝ら里　【保セ】…保健センター　【改セ】…改善センター　
【温泉休】…ふれあいの郷温泉休館日　【図書室休】…輝ら里図書室休館日
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1 【広報 12月号に記載された１月６・７・８日の予定は
以下のように変更になります。】
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